
フォー クナー と大衆 文化ー 『サ ン クチ ュア リ』

新 井 透

ウィリアム ・フォークナーは 『サ ンクチュア リ』(1931)の モダン ・ライブラ リー版 につけた

序 文に、 「金儲 けのために書 いた安 っぽい考 えか ら生 まれた作 品だ」 と書いてい る(Millgate

113)。 そこにはスコッ ト・フィッツジェラル ドのよ うに、同時代の風俗 を描き出 して、これ まで

の芸術至上的な作品 とは違っ て商業主義 と芸術性 を両立させ ようとす る、ある意味で読者に迎合

す る気持ちが最初はあったのかも しれない(1)。 この小説はきわめて扇情的であ り、暴力に満 ち

ていて、 ヒロインのテンプル ・ドレイクに対す る異常な レイプなどセ ンセーシ ョナルな描写 と、

妄想 に取 り付かれたホレス ・ベンボ ウの倒錯的なセ クシュア リテ ィが赤裸々に描かれてお り、当

時の読者の注 目を引いた。 しか しフォー クナーは 『響き と怒 り』(1929)や 『死の床に横 たわ り

て』(1930)の 作者 としてのプ ライ ドを守 るために、出版社 と安易な妥協をせず、送 られ てきた

ゲラ原稿 をかな り書き直 している。 にもかかわ らず 『サ ンクチュア リ』 には通俗性、大衆文化的

な要素は否定できない。 ジョエル ・ウィリアムスンはこの小説 を出版するに 当たって、フォー ク

ナーが大衆の趣 向を正確 に見極めていた、つま り売れ る小説 を出そ うとい う意図があった と述べ

ている(104)。

本論文では、まず この小説の背景 とな る1920年 代の思潮について概観 し、特 にフラッパー とフ

ロイ ト現象について述べたい。次にアメリカのイ ヴとしてのテンプル ・ドレイクの性的変貌、す

なわちポパイによって悪の罠に陥って しま う、一種 の楽園喪失の物語 として書かれていることを

示す。最後にテ ンプルを通 してホ レス ・べ ンボ ウとポパイの性的倒錯、そ して父 と娘の関係 を考

察す る。すなわち南部の伝統的な家父長制度が1920年 代の大衆文化 の侵入によって危機に さらさ

れ、これまでの支配的な階級のコー ド、プ ランテーシ ョン社会の貴族主義的ないわゆる 「男 らし

さ」の神話が、主に女性 中心の中性的な大衆消費文化 によって脅か されるようになる。また女性

だけでなく、労働者階級、黒人などのサブカルチャー的なマイノ リティの文化 によつて、支配的

な白人中産階級、異性愛主義の男性中心的な文化が挑戦 を受 けていることをフォークナーは 『サ

ンクチュア リ』で表 したかったのではないだろ うか。 この点を明 らかにしたい。

1.フ ラッパー とフロイ ト現象

第1次 世界大戦後のアメ リカ経済は未曾有の成長 を成 し遂げ、大衆消費社会が出現 し、多 くの

アメ リカ人は 自動車や家電製品、映画など物質文化の恩恵 を享受す ることが可能 になった。つま

り、中産階級の裾 野が広がっ た とい うことであ り、彼 らこそ経済繁栄に欠かせない消費者でもあ



つた。

戦後の10年 間は狂乱の20年 代、あるいはジャズ ・エイジ とも言われた。蓄音機や ラジオの普及

によって、ジャ ズやブルースなどの黒人音楽に対 して 白人たちも耳を傾けるようになった。若者

たちはサ ックスの情熱的な調べにのつて、大人たちが眉を しかめるような 「下品なダンス」(ア

レン　102)を 踊った。その主役であった若い女性はフラッパー と呼ばれ、19世 紀のヴィク トリア

朝時代の堅苦 しい道徳観 を否定 し、好奇心にあふれ、 自由奔放に振舞お うとしたのである。

ジェンダーの境界や階級の差異が崩れ始 め、労働者階級 と中産階級 の女性の行動規範の差異が

あいまいになった。 フラッパーたちは、上品な中流階級の女性がこれまで行かなかったような、

いかがわ しいカフェやダンスホール、映画館のよ うな ところで楽 しみ、男の前での喫煙や飲酒 も

平気であった。彼女たちは髪 を短 くし、お しろいや 口紅を塗って、ひざまで露出 させた短いスカ

ー トをはき、女性のセ クシュア リテ ィを強調 した(エ ヴァンス　28185)。 いままでは、中産階級

の女性 が頬紅や口 紅な どの化粧品を使 うことは不道徳だ と思われていたが、1920年 代になると新

聞や雑誌、映画などメディアを通 して化粧品を薦める広告によって、多 くの女性が化粧す るよう

になった と言われている(ベ イス　134)。 自動車、ラジオ、映画な どが都市の大衆文化を地方に

まで伝 え、伝統的な家族 の権威一家父長制が弱体化 していった。

フィッツジェラル ドの自伝的小説 『楽園のこち ら側』(1920)に 登場す るヒロイン、 ロザ リン

ドや、そのモデル といわれたフィ ッツジェラル ドの妻ゼルダは、 自由奔放で、喫煙 した り、禁酒

法を無視 して飲酒する典型的なフラッパーであった。アーネス ト・ヘ ミングウエイの小説 『日は

また昇 る』(1926)に 見 られ るように、フラッパーの背景には、若者たちの戦争体験や戦後 のア

メリカの現実に対す る幻滅感を抱 く、いわゆるロス ト・ジェネ レーシ ョンと呼ばれ る若者たちが

いた。彼 らはピュー リタン的道徳の偏狭 さに うんざりしていたのである。

鈴木淑美 によると、1909年 シグムン ト・フロイ トが クラー ク大学 の招 きで渡米 し、講演や精神

分析をおこな うと、精神分析は専門の医師だけでな く一般人、 とくに都会の知識人の間で普及 し

たといわれ る。 フロイ ト理論そのものよ りも、 自己分析やセクシュア リティ、エディプス ・コン

プレックスといったフロイ トの専門用語が一人歩き し、流行 として消費 され る 「フロイ ト現象」

が1930年 代 まで続いた(鈴 木　929-30、 ア レン　109-10)。 すなわちフロイ トは1920年 代の大衆文

化に影響 を与えて、 これ までタブー視 されてきた性の問題があか らさまに語 られるようになった。

ジェイムズ ・ポルチンは 『サンクチ ュア リ』の出版の成功について、上記のようなフロイ ト現

象が背景にあると次のように指摘 している。

『サ ンクチュア リ』の成功は1920年 代か ら30年代の間、激 しく変化 しつつあったアメリカ文

化 を反映 している。そ して心理学への関心が強調 された。 この時期 の新 しい心理学はフロイ

ト理論 に基づいて、精神 的な性行動や子供の ときの心の発達の重要性に焦点 を当てている



(145-46)。

劇作家ユー ジン ・オニールに代表 され るように、この時代、フロイ ト現象は文学や映画など文化

産業に大きな影響 を与えた。 フォークナーはニューオ リンズ時代、恩師ともいえるシャー ウッ ド

・アンダスンの文学サークルのなかで、フロイ トについて議論 をしていた(Blotner　 196)こ とな

どか らも、フロイ ト理論 に少なか らず関心があったことは、ポルチ ンをは じめノエル ・ポー クら

多 くの批評家が指摘 していることである。

2.ア メ リカのイ ヴーテ ンプル ・ドレイ ク

亀井は、『アメ リカのイ ヴたち』 の中で、1955年 に起きたバス ・ボイ コッ ト運動や 、南部連合

の揺藍の地 としても有名な、アラバマ州モンゴメ リー生まれのサザ ン ・ベル(南 部の美女) 、ゼ

ルダ ・セイヤーをアメ リカのイ ヴの一人にあげている(209)。 彼 によると 「アメ リカのイ ヴ」 と

は、肉体的存在の奥底か ら出てくる原初的 ともいえる自由な生の力一霊(デ ーモ ン)に 従 う女性

のことである(16-19)。 ゼルダは保守的な深南部の厳格な家庭に育ち、父親 が謹厳実直な州高等

裁判所判事であったが、ベス トセラー作家になった夫フィッツジェラル ドと一緒 に南部を離れ、

パ リやニュー ヨークで破天荒な生活を送 り、1920年 代 とい う時代の申 し子の としてメディアの注

目を浴びた。テ ンプル ・ドレイクも隣接 した ミシシッピ州の判事の娘であ り、ゼルダとの類似性

がみ られ るのではないだろ うか。彼女は軽薄ではあるが、南部の伝統的なカルヴィニズム的道徳

観か ら逸脱 したイ ヴ、大衆文化の象徴的存在である自由奔放なフラッパーであった。それゆえ南

部の絶対的秩序に反抗 して敗れる運命にあ り、パ ラダイスか ら追放 され、堕落の刻印 を記 され る

のである。

テンプル は上流階級の娘であ り、「わた しの父は判事よ」 と繰 り返 して言 うことに よつて、町

の労働者階級の若者たち との間に、越 えられない階級差があることを印象づ けているように思わ

れ る。 しか しそれは表向きであ り、彼女 はどうや ら階級の境界を侵犯 している(Vickery　 102)。

週末 になると彼女は、 ミシシ ッピ州立大学の学生とダンスパーティに出席 したあとで、車二を持っ

ていない学生を尻 目に、町の若者たちと一緒に車に乗 って遊びまわっていたことがわかる。テ ン

プル は次の ように語る。

「夜中に寮を抜けだ したか らなの。だって車を持てるのは街の男たちだ けで、そ うい う人 と、

金曜か土曜か 日曜にデイ トをした ら、学生たちはも うデイ トを しよ うとしないの よ。だって

みんな車 を持ってないんです もの。」(SO　 103)

前述のよ うに、フラ ッパーは好奇心に満 ち、向こ う見ず な自由の追求によつて、いろいろな体験

を求めていた。大学のロッカールームでテンプルの同級生たちが語っているように、女子学生た



ちは処女性 を重要であると考えている(SO　 176)。F.ア レンが述べてい るよ うに、当時のフラ

ッパーたちは未成熟な若 さを讃美 していて、また彼女たちは男性の一時的な友達になることを望

んでいたのであ り(121)、 当時は自由奔放 とはいえ、中産階級の女性たちにとって結婚 こそが最

終 目的であると考えていたのである。.テンプルは、「わた しの父は判事 よ」 とい う脅 し文句で、

町の男たちか ら自分の身 を守ってきたのではないだろ うか。

テンプルが老フランス人屋敷に行 ったの も、一種の境界の侵犯であると考 えられ る。彼女のよ

うな上流階級の娘が密造酒を販売する場所に侵入することは本来許 されないはずであるが、1920

年代にはこのよ うな階級やジェンダーの逸脱 は珍 しいことではなかつた。ル ビーが彼女をな じる

のはもっ ともなことである。ル ビーはテンプルのよ うな軽薄な若い女性 が侵入 して、闇の世界の

秩序を崩壊、すなわち彼女がイヴのように男たちを誘惑 し、彼 らの肉欲を暴発 させ ることを恐れ

ていたのである。

老フランス人屋敷はかつての大プランターの屋敷跡 であったが、南北戦争以後、廃壇 と化 し、

リー ・グッ ドウィンの ような密造者が占拠 していた。フォー クナーは貴族的な農園主の没落をア

ンビヴァレン トに描いてい る。新南部 と呼ばれ る時代、彼の父のように祖父の時代 と比較 して落

ちぶれてい く人々も少な くなかったか らであろう。階級差があいまいになって、以前はプア ・ホ

ワイ トであったクラレンス ・ス ノープスや地方検事の ような、野心的で抜け 目ない新興階級が出

現す る。つま り貴族的な伝統が失われ ようとする危機(平 石　159)を フォークナーは描 いている。

そ して作者のペル ソナ としてクエンテイン ・コンプ ソンやホ レス、ギャ ヴィン ・ステ ィー ヴンス

が、こ うした危機 を食い止めよ うと ドン ・キホーテのよ うな役割 を担 うのである。

フォークナーは、ヴァージニア大学で紳土的な酒 の飲み方を学んだと自慢するガ ウアンの滑稽

さや、彼が泥酔 してテ ンプルをエス コー トすることができない無責任 さ、あるいは無能 さを椰楡

してい る。紳土 として女性 を守 るベき南部の騎士道精神は、ポパイの持つ銃 とい う近代的武器の

前ではなすすべ もない。テンプルがガウアンを 「あなたはポパイが怖いのよ」 と責めるのも非常

にアイ ロニカルである。

テンプルは廃城 と化 した老フランス人屋敷で、ガ ウアン とともに一夜 を明か し、恐怖を体験す

る。 それは一種のゴシック趣味に基づいている。彼女は好んで密造酒 を販売する場所 に来たので

はなく、彼が無理や り連れてきたのであり、彼女の責任ではない。結局泥酔 したガウアンはテン

プルを守ることができないばか りか、彼女 を堕落に追いや ることになる。後に書かれた 『尼僧へ

の鎮魂歌』(1951)で 、ガ ウアンは この ときの責任 を感 じてテンプル と結婚 した と語っているが、

二人は愛 し合つて一緒 になったわけではないので、結婚生活は破滅に向か う。

南北戦争以前に見られた南部紳土の騎士道精神はもはやここにはない。経済構造の変化による

女性の社会進出によって、 これ までのジェンダー関係 は崩れ、新南部では男たちの相対的地位の

低下が人種 のヒエ ラルキーを促 した。 もはやサザ ン ・ベルのイメージは過去のものにな りつつあ



り、黒人男性か ら南部の淑女を守 るとい う人種主義の言説によつて、黒人=レ イ ピス トとして狂

信的な リンチの儀式が行 なわれた。 フォークナーの 『サンクチュア リ』以後の作品では、 リンチ

の犠牲者は圧倒的に黒人である。

老 フランス人屋敷の男たちか ら性の対象 として凝視 され、いわば視線の暴力にさらされ、また

性暴力の危機 に直面 したテンプルはなすす べがな く、男にな りたい と言 う両性生具有願望 を抱 く

(238)し かない。彼女は絶望感か らインポテンツのポパイ を挑発す る。 「あた しに触ってみな。

触 らなきゃあんたは臆病者 よ。臆病者!」(236-7)こ こでは女性の肉体を支配 してきた男 と、支

配 されてきた女の役割が逆転 している。テンプルは男性的意思、すなわち肉体 とい う権力を持つ

意思を示 している。

一方で彼女は
、 リーが 自分 を誘惑 して くれなかったことに対 して、 「臆病者」 と叫んだのでは

ないかとも思われる。 この部分は後になって、テンプルがホ レスに語ったことであるので真相 は

分か らない。彼女は リーの 「男 らしさ」に対 して、恐怖 と同時に一種の憧れ を感 じていたのでは

ないだろ うか。つま り彼女には、男 らしい男によって辱 められたいとい うマ ゾヒステ ィックな願

望が意識の奥底にあっ たのかもしれない。 したがってそれが裏切 られ、ポパイによっで性生倒錯的

な レイプにあったことをテンプルは恨んで、サ ロメが自分の誘惑にの らなかつたヨカナンを処刑

に したよ うに、裁判で偽証 して リー を死に至 らしめたのではないか と考 えることもできる。テ ン

プルはこ うした男性的意志 と女のマ ゾヒズムとい う、二律背反的な状態に陥っていたのではない

だろ うか。

テンプルは 目の前で トミーがポパイにピス トルで撃 ち殺 され、その直後に トウモロコシの穂軸

で レイプされ るとい う異常な体験によって、完全に麻痺状態にな り、ポパイの暴力によって支配

されて しま う。彼女はレイプ被害者 としてはきわめて自然であ り、恐怖 と恥辱によって心に深い

傷を負っていると考えられる。また彼女は出血の苦痛 を何度 も訴えてお り、ショックは大 きかっ

た ことを示 している。

ヘン リー ・ジェイムズの中編小説 『デイジー一・ミラー』(1878)の ヒロインの ように、無垢 で

無邪気(イ ノセ ン ト)で あったテンプルだが、悪 とい う深い罠にはまって堕落 していくのである

(中村　64)。 つま りイヴの楽園追放(喪 失)を 思わせる学園放校 と、処女喪失によって、いまま

でのサザン ・ベルの表象は消え、いわゆる 「ふ しだ らな女」 として語 られ るのである。それは南

部の家父長制の伝統にそむいた異端的行動 に対す る報いである(Roberts　 125,Railey　 93)と み

なされ る。テンプルの暗い宿命感 は 『尼僧への鎮魂歌』 に引き継がれ ることにな る。

売春宿に閉 じこめられたテンプルは、悲惨な状況 を忘れるために酒びた りになって しま う。彼

女はポパイの暴力 と性的倒錯によって堕落 させ られてい くのである。彼女は 「失われたものへの

悲 しさ(処 女喪失)と 肉体の欲情に抗 しきれず、今度は レッ ドを挑発 し、ここで も彼の男 らしさ

を求め、彼 を誘惑す る。



「でもあんた、びくつかないで しょ。彼 は男でさえないんだもの。あんたは男よ。あんたは

男 よ...待 てないのよ。す ぐにして。あた し燃えてる。 ほんとなの」(SO　 234)

上記のテンプルの語 りはきわめて通俗的であ り、フォークナーの意図が見えてくる。つま りレイ

プされた後のテンプルは もはやフ ラッパーではな く、情欲に燃えた堕落 した女 として語 られ てい

る。

ポパイは前述のよ うに、インポテンツであるがゆえに トウモ ロコシの穂軸を用いてテンプル を

陵辱 したが、他方で彼はペニスの代用 としてピス トル を用いて男たちを貫通(penetrate)す る。

ポパイは身体よりも道具に依存す るとい う意味で、 ピス トルが象徴す るよ うに近代 とい う暴力性

を体現 してお り、脱身体化 された近代の悪の化身であるといえる。また彼が1920年 代に急激 に増

加 した、機械文明の象徴である自動車を運転す るのも、非人間的な機械 を象徴 している。

3.ホ レスとポパイ

ホ レスが子供時代を妹のナーシッサ とともに過 ごした家は、ポー クが指摘 しているよ うにスイ

カズラが群生 してお り、クエンティンが登場す る 『響 きと怒 り』の一場面 を想起 させる(70一71)。

二人 とも妹に対 して過度の愛情一近親相姦的愛情 を抱いていた。た とえばベルがホ レスを次のよ

うにな じるところがある。

「あなたは妹に恋 しているのよ」 と妻はホ レスをな じった。 「それって本では何てい うの」

「何てい うコンプレックスか しら」(SO16)

ここでい うコンプレックス とは、当然エデ ィプス ・コンプ レックスのことを暗示 しているわけで

あ るが、ホ レスは妻 の質問 に対 してあいまいな答 え しかで きない。 この よ うに、『土埃 の旗』

(1973)で 見 られたホ レス とナ ツシーサ との近親相姦的関係 が 『サンクチュア リ』のオ リジナル

・テキス トで繰 り返 されてい る(Polk　 297-98)が
、次第に兄妹関係 よ りも、テンプル を通 して

義理の娘である リトル ・ベル との関係 の方が強調 され るよ うになる。

第2章 でのポパイ とホ レスの遭遇場面(改 訂版では冒頭に来ている)か ら、二人のホモセ クシ

ュアルな関係 を指摘す る批評家 も少な くない(2)。 二人は対照的で、弁護士 として正義や真実を

もとめるホ レスに対 して、ポパイはギャングで暴力 を肯定 し、無法者である。 また二人を通 して

ハイカルチヤー とローカルチャーの葛藤が描かれている。つま りホレスは超絶主義者エマスンの

ような貴族主義的な精神主義者であ り、ポパイには大衆文化の狼雑 さがある。 しか し一方でフォ

ークナーは
、ポパイをホ レスの無意識の世界の分身 として描き、多 くの類似性が指摘 され る(3)。



ホ レスはフォークナー 自身 と同様 、結婚暦のある女性 と結婚 したが、現在離婚の危機 にある。

彼は妻 を愛す ることができず、 リ トル ・ベル に対 して想像的な欲望 を感 じている。彼は紳土 とし

て騎士道的、家父長制に基づ く男 らしさを理想 とし、妹や リ トル ・ベルのよ うな近親に対 して非

性的な(asexua1)と い うよりも脱身体的な欲望を感 じ、ベルのような成熟 した大人の女性 に嫌悪

感 を抱 く。その原因と してポークはフロイ ト理論 を援用 して、ホ レスの こどもの頃の トラウマー

とくに母親への幻滅一 エディプス ・コンプ レックスを説 明 している(Polk　 70-77)。 それは 『響

きと怒 り』の中で、クエ ンティンが妹のキャデ ィに抱いた欲望 と同様、ホレスの場合 も母親が原

因だ とす る仮説である。

次の引用は、ホ レスが老フランス人屋敷で起 こった話 をテ ンプルか ら聞いた後で、帰宅 して リ

トル ・ベルの写真を見て、吐き気を催す場面である。

あた りには眼に見えないスイカズラの濃いにおいがゆっくりと煙の舌のよ うに漂っていた。

その香 りはほとん ど眼に見えるような濃 さで部屋 を満た していて、写真 の小 さな顔はけだる

い欲情 に我 を失 うかのようー次第に薄ぼけ色槌せてゆき、彼の眼にはただ誘惑 と色っ ぽい約

束 とそのひそやかな容認 のあとのぐんな り色あせた名残、いわば この香 りと同 じよ うなもの

としか映 じなくなった。(SO　 220)

ホ レスはテンプルの性的堕落をリ トル ・ベルに重ね合わせ る。 フォークナーはテ ンプルが レッ ド

に対 して情欲 を燃やす様子を 「官能的恍 惚状態」 と言っているが、上記の引用部分でも 「官能的

(肉感的)」 とい う語が繰 り返 され、 リトル ・ベルの性的変貌の可能性に対す るホ レスの不快感

を表 してい る。彼がコー ヒーを吐 く場面は、第2章 の 「ボ ヴァリー夫人の 口か ら黒いものが流れ

出た」(SO　 25)を 連想 させ、彼がボ ヴァ リー婦人のよ うな淫 らな女性像 を リトル ・ベルの写真

に見るのである。それは幼児期の理想化 された母親像 の崩壊に結びつ くのではないだろ うか。そ

れゆえホ レスは匂い(scent)、 すなわちクエンテ ィンのよ うに、 「濃厚なスイカズラの匂い」 は

女性のセ クシュア リテ ィを連想 させ 、嫌悪感 を露にする。 さらに彼 は官能的快楽 にお ぼれ るテン

プル を、ボ ヴァリー夫人やその分身であるベルのよ うな 「淫 らな」女性たちに結びつ ける。 また

ホ レスの視線、つま りリトル ・べルの写真への眼差 しは、 自分 自身 に向けられる軽蔑 の眼差 しと

なって、その結果、彼は 自己嫌悪に陥 るのである。

ホ レスはテンプルに対 して、裁判所で彼女を公衆の面前で辱 めたい とい うサデ ィステ ィックな

欲望に駆 られ る。彼の内面にある抑圧 された欲望が内的独 白の形で語 られるのである。

彼 はテンプルを召喚 しようと思った。そ して彼は発作的に彼女 を裁判所 に放 り入れて、裸 に

するとい う喜びを強烈に感 じた。 これ こそある人が別 の人を殺す とい うことだ。 これ は立派



な身分の父親の娘に大恥をかかせ ることにな り、彼女の経歴や周囲の ことなどすべてを暴 く

ことに喜びを感 じたのだ(SO255)。

ホ レスのサディスティ ックなファンタジーは、ポパイのテ ンプルに対す る性暴力 と表裏一体で

ある。ホ レスは性的に堕落 した彼女を罰 したい とい う欲望に駆 られている。それは 白人の娘の性

を管理 しよ うとす る南部の家父長制を表 している。

またホ レスは悪や不正を見逃す ことのできない正義感 と人道主義的立場か ら、ル ビー とグツ ド

ウイ ンに対 して献身的な援助 を行な うが、それは 『標識塔』(1935)に おける新聞記者 のよ うに、

独 りよが りで相手の気持ちを理解す ることができず、空回 りす るだけである。 フォークナーがモ

ダン ・ライブラ リー版の序文で、「空 しい観念の空転」 と呼んでいるよ うに、現実感覚に欠ける

(Millgate　118)。 その結果ホ レスは、地方検事やテンプルの父親の用意周到な策略によって裁判

で完全に敗北を喫 して しま うのである。

最後に、なぜテ ンプルは偽証 をしたのか考 えてみたい。 スノープス議員がメンフィスでテンプ

ルが監禁 されていることをかぎつけ、 ドレイク判事に情報を売って、判事は家族の名誉に傷がつ

くこ とを恐れ て、地方検事 と結託 してテ ンプル の偽証 に圧力 をかけた と考 えられ る(Brooks

121-22)。 またナー シッサ も自分 の家族の名誉 を守 るために、地方検事に情報を流 して兄の弁護

活動を妨害 したのも事実である。 しか し他方テンプルは裁判所内で精神的に錯乱 してお り、正当

な判断が できず、検事の巧妙 な誘 導尋 問にはまって しまった とい う考 えかた もあ る(Roberts

136)。 つま り検事は公衆の面前で執拗な事実判定 を試み、 レイプ事件を再現す ることによって、

テ ンプル は恥辱的な過去の体験を追体験す るとい う、いわゆるセカン ド・レイプを経験 したので

ある。

地方検事は ぐる りと身 をまわ した。 「裁判長な らびに陪審員の皆 さん、あなた方はすでにこ

の うら若 き女性の語 った恐るべき、信ずベか らざる話をお聞きにな りま した一またその証拠

品となる品を見た り医師の証言を聞いた りなされま した。 わた しはもはや これ以上このいた

ま しき無辜 の子供を晒 し者 として苦 しめ、 さいなもうとはー」(SO　 274)

それは被害者テンプルに とって、一種の精神的拷問であ り、前に引用 したホ レスのサディステ ィ

ックな幻想を現実世界で再現 している。衆 目に晒 されて、テンプルは トラウマ的記憶 を呼び覚ま

し、ポパイの恐怖の影か ら逃れることがで きず、偽証を したのではないだろ うか。

か くして被告人 リーは有罪 とな り、その直後に怒 り狂 つた群集に よって悲惨な リンチにあう。

オ リジナル版 では、ホ レスはナー シッサの手紙で リンチが行なわれ ようとしていることを知 るが、

改訂版では リーが リンチにあって火達磨になるのを目撃 し、 さらに自分 も群衆 によって危 うく襲



われ そ うにな る。 そ こには無意識 の 中で 、ホ レスは罰せ られ た い とい うマ ゾ ヒズ ムが暗示 され て

い る。 つ ま り幻想 の レイ プに対す る罪 意識 が反 映 され てい る。

テ ンプル は家 に連れ 戻 され、 一見秩 序 が回復 され た よ うに思わ れ る。 テ ンプル の家 父長 制 イデ

オ ロギー に対 す る反抗 は様 々な暴 力 と策略 に よ つて、力ず くで押 さえ込 まれ て しま う。 ア ン ・グ

ッドウイ ンは、伝 統的 な男性 文化 に対す るテ ンプル の抵 抗 は ドル ー シラや キ ャデ ィ らの場 合 と同

様 、絶望 的 な試み だ と述 べ てい る(114)。 最 後 の場 面 、つ ま りパ リの リュクサ ンブール 公 園 で 、

テ ンプル は従順 な良家 の子女 の よ うに振 舞 って い る よ うに思 われ る。 しか し父 と娘 の関係 は 、ホ

レス とベル との夫 婦関係 同様 、実 に寒 々 と して いて 心の通 い あい がな い。 それ は この都 市 を覆 つ

て い る灰 色 のイ メー ジ(316)が 象徴 して い る。 ル ビー と リー の 二人 の 間 にあ る愛や 憎 しみ とい

った 、 冒頭 の 黒人 死刑 囚の夫婦 関係 に も共通す る、 あ る種 の人 間 くささ、それ は多 くの黒 人 ブル

ー スに歌 われ て きた もので あるが、 す なわ ち貧 しくて も愛情 の こもった家 庭 とい うものが そ こに

はな いの で ある。 それ は 『響 き と怒 り』 にお け る コンプ ソ ン家 で も同様 で あった。 したが って フ

ォー クナー は 、テ ンプルや ホ レスが タイ トル の 「サ ン クチ ュア リ」 とは無 縁 の、殺 伐 と した現実

世界 に生 き るア ンチ ヒー ロー、 ア ンチ ヒ ロイ ン と して語っ てい る。 そ の意 味 で この小説 は 、1930

年 代 に書かれ る 『標識 塔』や 『野性 の棕櫚 』(1939)の よ うな現代 人 の 「愛 の悲劇 」(大 橋279)

を描 い た作 品 につ なが る もの といえ よ う。

本 文 中以 下の訳 を随時 文意 に沿 うよ う改変 して使用 した。

加 島祥 造 訳 『サ ン クチ ュア リ』(新 潮 社1973年)

注

(1)Noel　 Polkは オ リジナル ・テキス トのあとがきで、フォークナーは大衆の好みに迎合することはなかっ

たと否定 している(295)。 しかし結果的に当時の読者 にうけたことは事実である。

(2)James　 Polchinは、ポパイ とホ レスはテ ンプル ・ドレイクを通 して同性愛的欲望を表 していると述べて

いる(152一53)。
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